
　　　　　このコーナーでは満4歳までの
　　お子さんを大募集しています。
おところ・おなまえ・☎番号・お子さんの
生年月日を記入のうえ、30字程度のコメン
トを写真に添えて『広報たこ』までお寄せく
ださい。
◆宛先：〒289-2292　多古町役場

　　　　広報　　  行

♠7月生まれの締切りは5月30日（金）です
♥8月生まれの締切りは6月30日（月）です

5

飯田　悠
はるの

野ちゃん
H18年 5月10日生まれ

〔高根〕

「パパの怒った顔マネが

得意だよ☆」

重田　乃
の

愛
あ

ちゃん（左）
H18年 5月19日生まれ

重田　梨
り り か

々花ちゃん（右）
H18年 5月19日生まれ
〔大門〕

「一緒にいると安心するね♥
大好きムギュ♥」

並木　
結
ゆ あ

愛ちゃん

H19年
5月2

2日生
まれ

〔堀之
尻〕

「最近
のマイ

ブーム
は変

顔をす
ること

。みん
な

大爆笑
だよ♪

」

山倉　凜
りんか

花ちゃん
H19年 5月24日生まれ
〔次浦〕

「食べるの大スキ♥いつ
もごはんが待ちきれない
よ !」

石井　陽
ひいろ

色ちゃん

H19年 5月
5日生まれ

〔小島〕

「食べるの
大好き♥お

兄

ちゃんに負
けないよう

に

がんばるぞ
!!」

ecoエ コ

環境かるたるた
環境問題について、みんなで考えるコーナーです。

『
許
し
ち
ゃ

　

い
け
な
い

　
　

不
法
投
棄
』

『
呼
び
か
け
よ
う
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』

『
ラ
ベ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を

　

忘
れ
ず
に
‼
』

廃棄物を再利用して、ゴミを出さないよう
にするという考えがゼロ・エミッション。
わたしたちにもできることって、あるん
じゃないかな!?

勝手に他人の土地へゴ
ミを捨てていくなど、
町内でも増えている悪
質な不法投棄。各区長
さんは未然に防ぐた
め、見回りや監視など
をしてくれています。

商品のラベルや容器、お菓子の袋などで
見逃してはいけないのが、いろいろな
マーク。資源別に分かれているので、よ～
くチェックしてみてください。

ら
よ

ゆ

「栗山川に放流したサケが大きくなっていく様子
です。サケの成長を形や色の変化に注意しなが
ら描きました」

佐々木　啓
け い ご

吾さん
久賀小3年

『くり山川はサケのふるさと !』

「友だちと行ったアスレチックで木登
りをしました。土の色を塗るのが難
しかったです」

菅澤　成
な る み

美さん
久賀小2年2組

『たのしかった
　アスレチック』

「人があぐらをかいて重い物を持ち上
げているところ。のこぎりやかなづ
ちなどを使って作り、腕や足の関節
は動くように工夫しました」

戸村　海
か い と

斗さん
久賀小4年

『力持ち』

「テレビで見た銀河鉄道を自分なりにイメージし
ました。夜空に浮かぶ煙の色や形を表現するの
が難しかったです」

松原　将
しょうご

吾さん
久賀小5年1組

『そらとぶきしゃ』
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